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刊
行
の
言
葉

伊

藤
信
哉

（
松
山
大
学
准
教
授
）

二
〇

世

紀
前

半

の

Ｈ

本

に
「
外

交

論
壇
」

と

い

う
べ

き

も

の

が

あ

っ
た

と

す

る

な
ら

ば
、
『
外

交
時

報
』

は

ま

ち
が

い
な

く
、

そ

の

中

心

に

位
置

す

る

雑
誌

で

あ
っ

た
。
一

八

九

八
年

（
明
治

三

こ
、

有

賀
長

雄

に
よ

っ

て
創

刊

さ

れ
た

同

誌
は
、

半

沢

玉
城

を

社
長

に

迎

え
た

】

九
一
二

年

（
大

正
一

〇
）

ご

ろ

か
ら
、

外

交

お

よ

び

国

際

関

係

の
専

門
誌

と
し

て

飛
躍

的

な
発

展

を
遂

げ

て
い

っ
た
。

全

盛

期

の

『
外

交

時

報
』

は
、

他

誌

に

類

例

の

な

い
、

大

き

な

特

徴

を

二

つ

持

っ

て

い

る
。

ひ

と

つ

は
、

学

術

誌
・

報

道

誌

∴
辞
論

誌

の

三

つ

の

要

素
を
、

高

い
水

準

で

統

合

し

た

点

で

あ

る
。

も

う

ひ

と

つ

は
、

政
、

財
、

官
、

学
、

軍

お

よ

び

評

論

の

各

界

を

代

表
す

る

者
た

ち
か

ら
、

続
々

と

原
稿

が

寄
せ

ら
れ

た

点
で

あ

る
。

本

書

は
、

同

誌

の
創

刊

号
か

ら
、

一

九

四
五

年

（
昭
和

二

〇
〉

四

月

号

（
戦

前

期
最

終

号
）

ま

で

の

総

目

次

に
、

執

筆

者

索

引

を

付

し
た

も

の
で

あ

る
。

本

書

の

刊
行

を

契

機

と

し

て
、

当

時

の

Ｈ

本

人

の
対

外

認

識
の

実

態

な
ど

が
、

よ

り

詳

密

に
分

析

さ
れ

る

よ

う
に

な

る
こ
と

を

期

待
し

た

い
。

「
｛

．「
．

近
代
日
本
外
交
史
研
究
に
不
可
欠
な
史
料

五
味
俊
樹
（
大
東
文
化
大
学
教
授
）

今

日
、

世

界

的

に

有

名

な

ア

メ

リ

カ

の

外

交

専

門

雑

誌

、
ミ
職
哨
鳶

』

讐

号
恥

が

創

刊

さ

れ

た

の

は

一

九

二

二

年

の

こ

と

で

あ

る
。

し

か

し
、

日

本

に

は

す

で

に

一

九

世

紀

宋

か

ら

外

交

専

門

雑

誌

が

存

在

し

て

い

た

が
、

そ

の

こ

と

を

知

る

人

は

あ

ま

り

多
く

は

い

な

い
。
一

八

九

八

年

（
明

治

三

こ

創

刊

の
『
外

交

時

報
』

で

あ

る
。

し

か

も
、

こ

の

雑

誌

が

戦

前

の

口

本

外

交

に

与

え

た

影

響

は

決

し

て

少

な

く

な

か

っ

た
。

な

ぜ

な

ら

ば
、

言

論

界

・

学

界

に

と

ど

ま

ら

ず

政

界
・

官
界

に
身
を
お

く
鐸
々
た

る
人
び

と

が
執

筆
者
と
し

て
名
を

連
ね

て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

そ
の
意
味

で

『
外
交
時
報
』

は
近

代
日
本

の
外
交
を
知

る
上

で
必
要

不

可

欠

な

史

料

と

言

え

よ

う
。

こ

の

度
、

戦

前

に

お

け

る

『
外

交

時

報
』

の

総

目

次

と

全
執

筆
者
を
一

冊
に

収
め
た

書
物
が

刊
行

さ
れ
た
こ

と
に
よ

っ

て
日
本
政

治

外

交

史

研

究

が

い

っ

そ

う

深

ま

る

の

は

確

実

で

あ

る
。
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晒

外

交

史
、
政

治

史
、
国

際

法
、

メ

デ

ィ

ア

史

研

究

に

有

益

な

レ

フ

ァ

レ

ン

ス

服
部
龍
二

〔
中
央
大
学
准
教
授
）

一

八

九

八

（
明

治

三

こ

年

に

創

刊

さ

れ

た

「
外

交

時

報
』

は
、

Ｈ

本

を

代

表

す

る

国

際

関

係

の

雑

誌

で

あ

っ

た
。

原

則

と

し

て

月

に

２

回

発

行

さ

れ
、

休

刊

し

た

時

期

も

あ

っ

た

が
、
←

九

九

八

（
平

成

一

〇
）

年

ま

で

刊

行

は

続

い

た
。

と

り

わ

け

戦

前

期

の

『
外

交

時

報
ト

に

は
、

創

刊

者

の

有

賀

長

雄

を

は

じ

め

と

す

る

学

者
、

大

隈

重

信

や

後

藤

新
．
平
、

原

敬

の

よ

う

な

大

物

政

治

家
、

幣

原

喜

重

郎

や

芦

旧

均

ら

の

外

交

官
、

さ

ら

に

は

軍

人

や

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

な

ど

が

こ

ぞ

っ

て

寄

稿

し

た

。

外

交

論

壇

誌

の

草

分

け

と

い

っ

て

よ

い
。

い

ま

こ

こ

に
、

権

威

あ

る

外
交

雑
誌

の
総

目
次
と

執
筆
者

索

引
に
懇

切
な

解
題
を
加

え
た

日
録
が

刊
行
さ

れ

る

意

義

は

大

き

い
。

外

交

史

家

は

も

と

よ

り
、

政

治

史

や

思

想

史
、

国

際

法
、

さ

ら

に

は

メ

デ

ィ

ア

史

な

ど

を

学

ぶ

者

に

と

っ

て
、

き

わ

め

て

有

益

な

レ

フ

ァ

レ

ン

ス

と

な

る

で

あ

ろ

う
。
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外交時報総目次・執筆者索弓「
一戦前編一

伊藤信哉 編著

● 定 価 ３７
，
８００ 円 （本体３◎ｏｏｏ円＋税）

●Ｂ５判 上製 総約６２０頁

ｉＳＢ Ｎ９７８－４－２８４－２０１０６－３

全１巻

《お す す め 先》 大 学 ・ 公 共 図 書 館 ／ 外 交 史 ・ 国 際 法 ・ 日 本 政 治 史 ・メ デ ィ ア 史研 究 者

＝ １

大型 ビジ ュ ア ル 版 で 見 る、 読 む ！

シ吻旨翼圖鵡文イ“ａ兜

顎記録 日 本 外 交 史 全１巻

■ 定 価 ２５
，
２００ 円 （本 体 ２４ρ００ 円 ＋ 税）

ＩＳ Ｂ Ｎ ９７８－４－２８４－５００１９－７

■ Ａ ４ 判 ・ 上 製 ・ 総 ３４８ 頁

■底 本：『新生 日 本外 交 百年 史』

（昭 和 ２７ 年、 日 米 通 信 社 編 ・ 発 行｝

■ 特色

● 約８００枚 の 写 真 と 計 ９７ 頁 に わ た る 章 ご

と の 解 説、 巻 末 の 「新 生 日 本 外 交 史 年

表」〔４８ 頁｝と か ら な る。

●「ベリ ー 来 航 と幕 末 外 交」 か ら 「戦 時 外

交 と 終 戦 外 交」 蜜 で の１００年 に わ た る ビ

ジ ュ ア ル 版 外 交 史 １

政治家人名資料事典 価巻

顎 講 日本政治史 全１巻

■ 定 価 ２５０２００ 円 （本 体 ２４，０００ 円 ＋ 税）

ｌＳ Ｂ Ｎ ９７ ８－４－２ ８４－５００２０－３

■ Ａ ４ 判 ・ 上 製 ・ 総 ３５２ 頁

■底 本＝『日本 政治 百 年史』

（昭 和 ２８ 年、 金 森 徳 次 郎 ・ 山 浦 貫 一 編、 時 事 新 報 社 発 行｝

■ 特色

● 約 １０００ 枚 の 写 真 と 計 ９５ 頁 に わ た る 解

説、 巻末 の 「歴 代内 閣変 遷 事 情一 覧 表」

「歴 代内 閣閣 僚一 覧表」 とか らなる。

● 幕 末 ・ 明 治 か ら 戦 後 「独 立 後 の 政 界

の 混 乱」 ま で１００ 年間 の 日 本 政治 を見

る １ 読 む １

■ 定 価 ７ ｔ ４ ０ ０ 円 （ 本 体 ６８
，
０００ 円 ナ 税） ｌｓＢＮｇ７８－４－８２０５－８８８８－７

５ 体 裁 ：Ａ ５ 判 ・ 上 製 ・ 総 約２．５００頁

■底 本 およ び 巻 構 成

第１巻 畷 爵 昌蕊葦 衆 議 院 議 員 略 歴」 （衆謹院事務局編・刊 昭和１５年）

第 ２巻 「新 代 議 士 名 鑑」 伽 籐紫泉 儲｝著 国民教育会 大正１３年〕

第 ３巻 『立 憲 政 友 会 功 労 者 追 遠 録」（青野権右衛門編 安久社 昭和８鋤

第４巻 『粛 正 選 挙 代 議 士 名 鑑」 〔松本通蔵編 選挙粛正中央会編隻部 昭和１偉〕

第 ５巻 『翼 賛 議 院 員 銘 鑑』 〔エ麗三郎編 議会新聞社 昭和１８年｝

困
● 明 治 か ら 昭 和 戦 前 ま で の、

政 治 家 約５．
０００人 〔一 部 重 復 含 む。 顔 写 真 入 り｝ の 人

名 資 料 事典。

● 第１巻 に
、

第１回（明 治２３年７月１日）か ら２０回〔昭 和１２年４月３０日｝ま で の 総 最 挙

に よる 当 選 議 員 の 略 歴 を記 載 し た「衆 議 院 犠 員 略 歴」を 収 録 し．２巻 目 以 降は 刊

行 順 に 収 録
，

≡・ …… 発 行 ＝ 学 術 出 版 会 発 売 ≡日本 図書 セ ンタ ー

満州事変と重光駐華公使報告書
外務 省 記 録「支那ノ対 外政 策 関 係 雑纂『革 命外 交」」に寄 せて

服部龍二編著

Ａ５ 判 ・上 製・２３０ 頁

定 価 ２
、
９４０ 円 （本 体 ２

．
８０ ０ 円 ＋ 税） ＩｓＢＮ９７ｓ．４．８２０５・９４７７・２

清沢 洌
その 多 元 主 義と 平 和 思 想 の 形 成

山 本 義彦 著

Ａ ５判 ・ 上 製 ・３２４ 頁

定 価 ４
、
８３０ 円 （本 体 ４

、
６００ 円 ＋ 税） ＩｓＢＮ９７８・４・８２０５－２１５３．２

太平洋戦争をめぐる

日米外交と戦後の米ソ対立
本 橋 正著

Ａ５判 ・ 上 製 ・６０８ 頁

定 価 ６
．
８２５ 円 （本 体 ６

．
５００ 円 ＋ 税） ＩｓＢＮ９７８．４．８２０５．２６３５・３

日本図書センター
〒 ｌｌ２－００１２ 東 京 都 文 京 区 大 塚 ３－８－２

ＴＥＬ Ｏ３－３９４７－９３８７ ＦＡＸ Ｏ３－３９４７－１７７４

ｈｔｔｐ：／／ｗ ｗ ｗ．ｎｉｈｏｎｔｏｓｈｏ．ｃｏｊ ｐ

取 扱書 店
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